
おもな内容

（1）

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
さ
ん
に

は
、
平
素
か
ら
三
重
県
老
連
の
事
業

運
営
の
各
般
に
わ
た
り
、
格
別
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

梅
雨
に
入
っ
た
ば
か
り
の
６
月

２
日
に
は
、
台
風
２
号
の
影
響
と
梅

雨
前
線
の
停
滞
に
よ
り
、
各
地
で
線

状
降
水
帯
が
発
生
す
る
な
ど
大
雨
が

続
き
、
三
重
県
内
に
も
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ

れ
ま
し
た
各
地
の
皆
さ
ん
に
、
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
２
年
か
ら
３
年
あ
ま
り
続

い
た
コ
ロ
ナ
禍
も
、
よ
う
や
く
収
束

の
方
向
に
向
か
い
、
普
通
の
生
活
に

戻
り
つ
つ
あ
る
今
日
、
な
ん
と
か
し

て
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
も
、
元
気
で
あ

っ
た
頃
の
状
態
に
戻
し
て
い
け
た
ら

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

私
儀
、
６
月
16
日
の
臨
時
理
事

会
に
て
、
新
理
事
の
皆
さ
ん
よ
り
推

挙
を
得
て
、
会
長
を
続
投
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
身
に

あ
ま
る
光
栄
と
同
時
に
責
任
の
重
さ

を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。し

か
し
、
残
念
な
こ
と
に
伊
賀

市
老
連
が
５
月
に
退
会
さ
れ
ま
し

た
。
私
が
会
長
に
就
任
し
て
か
ら
、

２
年
前
の
四
日
市
市
老
連
に
続
き
、

今
回
は
伊
賀
市
老
連
と
、
会
長
の
交

代
を
機
に
県
老
連
か
ら
退
会
し
て
し

ま
う
こ
と
が
続
い
て
い
ま
す
。
退
会

の
理
由
は
、
県
老
連
に
加
入
し
て
い

て
も
、
会
費
を
納
め
る
だ
け
で
、
メ

リ
ッ
ト
が
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

な
る
ほ
ど
老
人
ク
ラ
ブ
は
任
意

団
体
で
あ
り
、
加
入
は
強
制
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
県
内
の
老
人

ク
ラ
ブ
の
会
員
が
、
顔
を
合
わ
せ
て

親
交
を
深
め
、
日
頃
練
習
し
て
い
る

芸
能
を
発
表
し
た
り
、
作
品
を
持
ち

寄
っ
て
展
示
し
た
り
す
る
。
こ
う
し

た
一
連
の
行
事
を
通
し
て
顔
合
わ
せ

を
し
、
心
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
は
、

時
代
が
変
わ
っ
て
も
大
切
な
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
そ
ら
く
、
県
内
の
多
く
の
会

員
の
皆
さ
ん
も
、
そ
の
よ
う
に
考
え

て
み
え
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
退
会

さ
れ
た
市
老
連
の
皆
さ
ん
も
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
再

認
識
し
て
い
た
だ
き
、
県
老
連
に
戻

ら
れ
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま

す
。老

人
ク
ラ
ブ
の
リ
ー
ダ
ー
の
皆

さ
ん
に
は
、
日
頃
よ
り
大
変
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、今
後
と
も
、

忍
耐
と
寛
容
の
精
神
を
持
っ
て
老
人

ク
ラ
ブ
の
発
展
の
た
め
に
ご

尽
力
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
私
自
身
も
、
難
し
い

諸
課
題
に
対
し
て
決
し
て
ひ

る
む
こ
と
な
く
、
役
員
の
皆

さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
県
老

連
発
展
の
た
め
に
全
力
投
球

し
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、

会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
、
各
ク
ラ
ブ
の
発
展

を
祈
念
し
て
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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第
１ 

健
康
寿
命
の
延
伸
、
地
域
共

生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
の
推
進

Ｉ 

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
・

 
 

生
き
が
い
づ
く
り
活
動

　

健
康
寿
命
を
の
ば
し
高
齢
期
を
豊

か
に
す
る
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

や
生
き
が
い
づ
く
り
活
動
を
推
進
し

ま
す
。

⒈
す
こ
や
か
ラ
イ
フ
三
重
の
つ
ど
い

　

  （
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
・
芸
能
大
会
）

　

老
人
ク
ラ
ブ
功
労
者
や
優
良
老
人

ク
ラ
ブ
の
表
彰
等
を
行
う
「
老
人
ク

ラ
ブ
大
会
」
と
、
各
地
域
の
高
齢
者

が
健
康
づ
く
り
・
生
き
が
い
づ
く
り

の
た
め
に
、
日
頃
か
ら
練
習
を
重
ね

て
き
た
踊
り
、
ダ
ン
ス
、
コ
ー
ラ
ス

な
ど
を
発
表
す
る
「
芸
能
大
会
」
の

２
大
事
業
を
「
す
こ
や
か
ラ
イ
フ
三

重
の
つ
ど
い
」と
し
て
実
施
し
ま
す
。

⒉
す
こ
や
か
ラ
イ
フ
三
重

　
「
文
化
作
品
展
」

　

会
員
等
の
創
作
に
よ
る
絵
画
、
彫

刻
、
手
工
芸
、
書
、
写
真
の
各
部
門

の
作
品
を
展
示
し
、
会
員
の
創
作
活

動
、
文
化
活
動
の
活
性
化
を
図
り
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

　
審
査
員
の
審
査
に
よ
り
、
優
秀
な

作
品
に
対
し
て
、
最
優
秀
賞
・
優
秀

賞
・
入
選
等
の
賞
を
贈
り
ま
す
。

＊ 

最
優
秀
賞
の
作
品
は
、
次
年
度

の
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
美
術
展
」
へ

出
品
す
る
予
定
で
す
。

II 

高
齢
者
相
互
支
援
・
地
域 

 

支
え
合
い
活
動

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

高
齢
者
の
社
会
的
孤
立
の
予
防
、
高

齢
者
同
士
の
支
え
合
い
活
動
な
ど
で

老
人
ク
ラ
ブ
が
主
要
な
役
割
を
担
い
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

共
生
社
会
の
実
現
に
寄
与
し
ま
す
。

⒈
暮
ら
し
を
見
守
る
「
支
え
合
い
活
動
」

	

への
取
り
組
み

　
老
人
ク
ラ
ブ
が
こ
れ
ま
で
取
り
組

ん
で
き
た
友
愛
活
動
や
見
守
り
・
声

か
け
活
動
な
ど
の
経
験
を
活
か
し

て
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
高
齢
者
の
支
え
合
い
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。

⒉
高
齢
者
相
互
支
援
活
動
研
修
会

　

各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
友
愛
活
動

や
支
え
合
い
活
動
な
ど
の
幅
広
い
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
に
つ
い
て
、
活
動
事

例
の
発
表
と
意
見
交
換
等
を
行
い
、

高
齢
者
の
地
域
支
え
合
い
活
動
の
普

及
を
図
り
ま
す
。

⒊
老
人
ク
ラ
ブ

　

 「
社
会
奉
仕
の
日
」
活
動

⒋
老
人
ク
ラ
ブ
高
齢
消
費
者

　

被
害
防
止
活
動
の
推
進

　
高
齢
者
の
消
費
者
被
害
（
オ
レ
オ

レ
詐
欺
な
ど
）
が
絶
え
な
い
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
、
地
域
に
お
け
る
啓

発
、
見
守
り
・
声
か
け
活
動
等
を
強

化
し
、
高
齢
者
の
被
害
防
止
に
取
り

組
み
ま
す
。

III 

老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
・

　

  

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
活
性
化

　

高
齢
者
の
社
会
参
加
を
呼
び
か

け
、
仲
間
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
る
た

め
に
も
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
核
と

な
る
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
は
大
き
い
こ

と
か
ら
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
リ
ー
ダ
ー

を
育
成
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

⒈
新
規
会
員
の
加
入
促
進

　
『
組
織
活
動
は
健
康
長
寿
の
秘
訣
』

の
研
究
デ
ー
タ
等
を
基
に
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
仲
間
づ
く
り
が
高
齢
者
の
フ

レ
イ
ル
を
予
防
し
、
健
康
寿
命
を
の

令
和
５
年
度

事
業
の
実
施
計
画

「
の
ば
そ
う
！ 
健
康
寿
命
、

担
お
う
！ 

地
域
づ
く
り
を
」

わたしたちは 三重老連の活動をサポートしています
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ば
す
こ
と
に
大
き
な
効
果
が
あ
る
こ

と
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
新
規

会
員
の
勧
誘
活
動
等
の
取
り
組
み
を

続
け
る
と
と
も
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

⒉
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
と
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
女
性
リ
ー

ダ
ー
等
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
て
、
老

人
ク
ラ
ブ
が
直
面
す
る
課
題
等
を
テ
ー

マ
に
研
修
会
を
実
施
し
ま
す
。

⒊
三
重
老
連
健
康
づ
く
り
大
学
校　

　
「
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
み
え
」

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
次
代
を
担
う
若
手

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
と
、
そ
の
学
習
内

容
の
地
域
活
動
へ
の
還
元
を
目
的
と

し
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
未
加
入
者
に
も

呼
び
か
け
て
、
毎
年
度
開
校
地
を
変

え
て
実
施
し
ま
す
。（
今
年
度
は
名

張
市
で
開
催
し
ま
す
。）

⒋
全
老
連
、
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

　

事
業
へ
の
参
加

⑴
全
老
連

ア
．
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　
　
　
式
典（
表
彰
等
）、活
動
発
表
、

　
　
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等

イ
．
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
・ 

　
　

生
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　

地
域
に
お
け
る
健
康
づ
く
り

　
　
　

と
支
え
合
い
活
動
を
推
進
す

　
　
　

る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
研
修

⑵
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

ア
．
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
　
　

基
調
報
告
、活
動
事
例
発
表
、

　
　
　
意
見
交
換
会
、
講
演
等

IV 

広
報
活
動

⒈
機
関
紙「
す
こ
や
か
ラ
イ
フ
三
重
」

　

の
発
行

　

三
重
県
老
連
の
事
業
計
画
や
事
業

実
施
状
況
、
全
老
連
等
の
新
た
な
取

り
組
み
の
紹
介
、
各
市
町
の
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
を
紹
介
す
る
「
各
地
の
た

よ
り
」
等
を
掲
載
す
る
機
関
紙
を
年

２
回
発
行
し
ま
す
。

⒉
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発
信

　
（https://m
ieroren.com

/

）

⒊
交
通
安
全
啓
発
の
推
進

第
２ 

そ
の
他
の
主
要
な
事
業

 
 

　
　

の
内
容
等

⒈
三
重
県
老
連
主
催
旅
行
事
業

⑴
【
仮
称
】
冬
の
交
歓
会

⑵
国
内
旅
行

⒉
物
故
会
員
合
祀
供
養

　

物
故
さ
れ
た
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
内
、

合
祀
供
養
を
希
望
さ
れ
る
遺
族
か
ら
供

養
料
等
を
預
か
り
、そ
れ
を
善
光
寺
（
長

野
県
）
へ
納
め
、
三
重
県
老
連
が
善
光

寺
内
に
建
立
し
た
慰
霊
塔
「
三
重
の
塔
」

に
お
い
て
合
祀
慰
霊
供
養
を
行
い
ま
す
。

⒊
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
章
・

　

会
員
手
帳
の
普
及

⒋
活
動
日
誌
・
会
計
簿
の
普
及

⒌
老
人
ク
ラ
ブ
傷
害
保
険
・ 

　

賠
償
責
任
保
険
の
加
入
促
進

⒍
老
人
ク
ラ
ブ
名
簿
の
作
成　
　
　

役
職
名

氏
　
名

会
長

理
事

吉　

良　

勇　

藏

副
会
長

理
事　

山　

本　

勝　

也

佐　

藤　

吉　

男

小
林　

千
代
太
郎

大　

峪　

や
す
子

理　

事

伊　

藤　
　
　

強

伊　

藤　
　
　

正

中　

瀬　

喜
美
男

大　

木　

喜
徳
郎

前　

島　
　
　

賢

大　

西　

正　

隆

久　

野　

京　

子

常
務
理
事

菅　

尾　

裕　

子

評
議
員

福　

井　

貞　

彦

渡　

邉　

勝　

也

北　

岡　
　
　

巌

小　

林　

悦　

雄

中　

川　

弘　

幸

田　

島　

啓　

伍

和　

田　

い
く
子

牧　

戸　

光　

彦

伊　

藤　

昌　

子

新　

井　

由
美
子

浅　

田　

順　

子

関　

谷　

貞　

子

小　

崎　

泰　

子

岡　
　
　

楠　

美

監
事

飯　

田　

一　

生

古　

庄　

憲　

之

■令和５年度　県老連　理事・監事および評議員（敬称略）
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三 重 老 連令和５年7月28日



（4）

わたしたちは 三重老連の活動をサポートしています

三 重 老 連 令和５年7月28日

　令和５年度　会議・研修行事等予定表
月 予 定 日 三重県老連関係 予 定 日 全老連・東海北陸ブロック関係

４  １２日（水）午後 高齢者相互支援モデル市町老連 打ち合わせ会
 ２５日（火）午後 会計監査（監事）

５

 　８日（月）午前 地域会議（北地域：桑名市総合福祉会館）
 　９日（火）午後 地域会議（中地域：三重県社会福祉会館）
 １２日（金）午前 地域会議（南地域：松阪市カリヨンプラザ）
 ２３日（火）午後 正・副会長会議
 ２５日（木）午前 女性委員会
 ３１日（水）午後 理事会  30日（火） 全老連 理事会

５月 ～ ６月 交歓会（鎌倉方面、三河・浜名湖方面など）

６
 １６日（金）午前・午後 定例評議員会・感謝状贈呈式・臨時理事会
 ２２日（木）午後 郡市老連 新任会長・事務担当者会議  19日（月） 全老連 評議員会
 ３０日（金） 「シニアカレッジみえ」開校式

７
 　３日（月） 臨時 正副会長会議（表彰等審議）    ６日(木)～７日(金) 東海･北陸ブロック リーダー研修会（名古屋市）
 ２０日（木） 「シニアカレッジみえ」
 ２８日（金） 高齢者相互支援活動研修会・老人クラブ 

リーダー研修会（県総文 多目的ホール）
 26日（水） 都道府県老連 事務局長会議（東京都）

８  　９日（水） 「シニアカレッジみえ」    1日(火)～２日(水) 東海・北陸ブロック 会長・女性代表者会議（富山県）
 ２９日（火） 「シニアカレッジみえ」  25日（金） 活動推進員等職員セミナー（東京都）

９
　 ５日（火） 女性委員会・交流会（紀宝町）
 １３日（水） 「シニアカレッジみえ」現地研修（奈良）
 １５日（金）～２１日（木） 老人の日・老人週間  15日(金)～21日(木) 「老人の日・老人週間」
 ２０日（水） 全国一斉「社会奉仕の日」  ２０日（水） 全国一斉「社会奉仕の日」

９月頃 国内研修旅行（南東北）

10
 　６日（金） 「シニアカレッジみえ」
 18日(水)～22日(日) 文化作品展（作品展示）（県総合文化センター 第１ギャラリー）

ねんりんピック愛媛 美術展（愛媛県 松山市） ２０日（金） すこやかライフ三重のつどい『老人クラブ大会・芸能大会』
（県総文 中ホール）  28日(土)～31日(火)

 ２４日（火） 文化作品展（表彰式・作品搬出）  28日(土)～30日(月) 「地域文化伝承館」（愛媛県 松山市）

11
    ２日（木） 「シニアカレッジみえ」   ８日(水)～  ９日(木) 全国老人クラブ大会（秋田県 秋田市）

 ２１日（火） 「シニアカレッジみえ」卒業式

12
  未定 【仮称】冬の交歓会（地区毎に企画・実施）   ４日(月)～  ５日(火) 高齢者の健康づくり・生活支援セミナー（東京都）
 １３日（水）午後 正・副会長会議
 ２０日（水）午前・午後 郡市老連 会長会議・人権研修会・理事会

１  ２３日（火）午後 郡市老連 事務局長・事務担当者会議

２
    ８日（木） 女性委員会   １日(木)～  ２日(金) 都道府県老連 代表者会議（東京都）
 ２９日（木） 正・副会長会議  15日(木)～16日(金) 東海・北陸ブロック 事務局長会議（三重県）
　  ２～３月 国内空の旅（九州 五島列島）

３  １１日（月） 理事会・臨時評議員会
中旬 物故会員合祀供養（役員：善光寺） １２日（火） 全老連 理事会・評議員会
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わたしたちは 三重老連の活動をサポートしています

三 重 老 連令和５年7月28日

令和４年度　県老連収支（損益）決算書
（収益の部） （単位：円）

科　目 予算額 決算額 増減 附　　　　　　　　　　　記
基本財産受取利息 500 169 △ 331 基本財産利息
受 取 会 費 8,847,000 7,881,700 △ 965,300 会費収入：会員数 78,817 人× 100 円

事 業 収 益 1,930,000 1,563,836 △ 366,164 旅行事業事務費、老人クラブ保険広告費、教材等頒布、会員手帳、
会員章、ねんりんピック「美術展」出品等委託金

受 取 補 助 金 4,500,000 4,500,000 0 老人クラブ活動推進事業補助金、健康づくり・介護予防支援事業補助金、
地域支え合い事業補助金、若手高齢者組織化・活動支援事業補助金

受 取 負 担 金 362,000 294,000 △ 68,000 全国老人クラブ大会等参加負担金
受 取 利 息 500 184 △ 316 預金利息
雑 収 益 45,000 25,627 △ 19,373 ＤＶＤ、テープ等販売、他
収 益 合 計 15,685,000 14,265,516 △ 1,419,484

（費用の部）
科　目 予算額 決算額 増減 附　　　　　　　　　　　記

事 業 費

5,064,300 4,542,635 △ 521,665 すこやかライフ三重のつどい事業費、文化作品展事業費、ねんりんピッ
ク「美術展」出品等事業費

1,623,100 1,348,843 △ 274,257 高齢者相互支援活動研修会事業費、新地域支援事業研修会事業費

5,333,300 4,894,857 △ 438,443「シニアカレッジみえ」事業費、女性委員会活動事業費、全国老人クラブ大
会参加事業費、東海・北陸ブロック研修会等参加事業費

1,184,100 1,189,834 5,734 広報活動事業費（機関紙発行）　交通安全啓発
1,439,100 1,415,594 △ 23,506 旅行事業費・物故会員合祀供養事業費、会員章、会員手帳、教材等頒布

管 理 費 2,486,100 2,490,798 4,698 役員会議費・諸会議費、法人運営事務費、全老連負担金、県社協等
各種会費負担金、法人経理業務委託費

費 用 合 計 17,130,000 15,882,561 △ 1,247,439
（損益差額） 　　

当 期 損 益 差 額 △ 1,445,000 △ 1,617,045 △ 172,045

令和５年度　県老連収支（損益）予算書
（収益の部） （単位：円）

科目 本年度予算額 前年度予算額 増　　減 附　　　　　　　　　記
基本財産受取利息 0 500 △ 500 基本財産利息
受 取 会 費 7,881,000 8,847,000 △ 966,000 会費収入：会員数 78,810 人×100 円

事 業 収 益 1,813,000 1,930,000 △ 117,000 旅行事業事務費、老人クラブ保険広告費、教材等頒布、会員手帳、会
員章、ねんりんピック「美術展」出品等委託金

受 取 補 助 金 等 4,500,000 4,500,000 0 老人クラブ活動推進事業補助金、健康づくり・介護予防支援事業補助金、
地域支え合い事業補助金、若手高齢者組織化・活動支援事業補助金

受 取 負 担 金 915,000 362,000 553,000 全国老人クラブ大会参加負担金、東海北陸ブロック研修会参加負担金
受 取 利 息 0 500 △ 500 預金利息
雑 収 益 34,000 45,000 △ 11,000 歌集、テープ等販売、他
収 益 合 計 15,143,000 15,685,000 △ 542,000

（費用の部）
科目 本年度予算額 前年度予算額 増　　減 附　　　　　　　　　記

事 業 費

4,626,600 5,064,300 △ 437,700 すこやかライフ三重のつどい事業費、文化作品展事業費、ねんりんピッ
ク「美術展」出品等事業費

1,350,200 1,623,100 △ 272,900 高齢者相互支援活動等研修会事業費、老人クラブ高齢消費者被害防
止活動事業費

5,903,600 5,333,300 570,300「シニアカレッジみえ」事業費、女性委員会活動事業費、全国老人クラ
ブ大会参加事業費、東海・北陸ブロック研修会等参加事業費

1,189,200 1,184,100  5,100 広報活動事業費（機関紙発行）・交通安全啓発
1,386,200 1,439,100 △ 52,900 旅行事業費・物故会員合祀供養事業費、会員章、会員手帳、教材等頒布

管 理 費 2,455,200 2,486,100 △ 30,900 役員会議費・諸会議費、法人運営事務費、全老連負担金、県社協等
各種会費負担金、法人経理業務委託費

費 用 合 計 16,911,000 17,130,000 △ 219,000
（損益差額）

当 期 損 益 差 額 △ 1,768,000 △ 1,445,000 △ 323,000
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三 重 老 連 令和５年7月28日
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各
地
の
社
会
奉
仕
活
動

○コロナ禍の中、みんなで集まり屋外で作業することで気
　持ちも晴れて、楽しい気分になれました。
○久しぶりに皆が揃って活動できました。皆さん和気あい
　あいと親睦も図れ、有意義な活動でした。
○参加者への声かけは「無理をしない、ケガをしない、自
　分のペースで清掃する」をモットーに作業に取り組み、　
　会員同士の『ふれあい』ができ、自治会からの感謝の声
　にも張り合いが持てました。
○一品友愛活動や草取り作業など、地域と老人会が手を取
　り合って活動できることが、会の活性化にもつながる。
〇公共の場の清掃は「なぜ私たちがするの？」との思いが
　あったが、作業していくうちに「綺麗にすることで皆が
　喜んでくれる」という気持ちになり一生懸命するように
　なった。終わった後、綺麗になったのを見て、自然と笑
　顔とⅤサインが出ました。
○今年度は一般の方にも呼び掛けたところ、何名かの参加
　があり一緒に作業しました。これからは、会員以外の方
　にも参加を呼びかけて、老人会との交友を深めていくこ
　とも大切ではないかと思いました。

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
な

か
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
も
活

動
の
中
止
や
縮
小
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
普
段
は
な
か

な
か
顔
を
合
わ
せ
る
機
会

も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

社
会
奉
仕
活
動
は
屋
外
で

の
活
動
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ

禍
で
も
雑
草
は
勢
い
よ
く

伸
び
る
こ
と
か
ら
、
各
地

で
清
掃
・
除
草
等
の
社
会

奉
仕
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
久
し
ぶ
り
に
皆
さ
ん
が

集
ま
り
、
積
も
る
話
に
花

が
咲
き
、
ゆ
っ
く
り
休
憩

し
な
が
ら
楽
し
く
清
掃
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
会
員
同
士

や
地
域
住
民
と
の
交
流
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
場
と

な
り
、
会
話
と
笑
顔
で
有
意
義
な
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
方
々
に
も
感
謝
さ
れ
、
や
り
が
い
を
感
じ
る
、
自

負
で
き
る
活
動
で
あ
り
、
会
員
の
励
み
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
会
員
の
高
齢
化
が
進
む
中
で
参
加
者
も
減
少
し
て

お
り
、
今
後
の
社
会
奉
仕
活
動
の
継
続
に
不
安
を
感
じ
る
こ

と
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

会員の感想
（8）

多気町

川越町

鈴鹿市

桑名市東員町

いなべ市

亀山市

わたしたちは 三重老連の活動をサポートしています

三 重 老 連 令和５年7月28日
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伊賀市

南伊勢町

志摩市

紀宝町

松阪市

度会町

鳥羽市

尾鷲市

伊勢市

名張市

熊野市

明和町

わたしたちは 三重老連の活動をサポートしています

三 重 老 連令和５年7月28日
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　伊勢市老人クラブ連合会　ふじが丘柿の木会

いなべ市老人クラブ連合会

私
た
ち
の
住
む
街
は

１
９
９
４
年
（
Ｈ
6
年
）
入
居
が

始
ま
っ
た
所
謂
新
興
団
地
で
約

４
０
０
世
帯
の
住
民
が
暮
ら
し

て
い
ま
す
が
、
他
地
域
に
み
ら
れ

る
よ
う
な
土
着
の
伝
統
行
事
や

習
俗
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
会
は

２
０
０
３
年
（
Ｈ
16
年
）
に
発
足

し
、
丁
度
20
年
目
を
迎
え
た
と

こ
ろ
で
す
。現
在
会
員
は
23
名
で
、

恐
ら
く
伊
勢
市
老
連
傘
下
で
は

最
も
若
く
小
さ
な
ク
ラ
ブ
で
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
発
足
直
後
か

ら
は
学
童
等
の
「
下
校
時
の
安

全
見
守
り
活
動
（
現
在
は
休
止
）」

や
自
治
会
・
夏
祭
り
行
事
「
イ
ベ

ン
ト
屋
台
」
の
担
当
、
町
内
清

い
な
べ
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
で
は
、
恒
例
と
な
っ
て
い

る
行
事
の
他
に
、
芸
能
大
会
、

ゴ
ル
フ
交
流
会
、
パ
ソ
コ
ン
・

陶
芸
・
イ
ラ
ス
ト
教
室
、
カ
ロ

ー
リ
ン
グ
・
ボ
ッ
チ
ャ
体
験
と

い
っ
た
新
た
な
行
事
を
設
立
し

て
き
ま
し
た
。
他
に
も
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
、
囲
碁
将
棋
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、
カ
ラ
オ

ケ
、
社
交
ダ
ン
ス
、
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
、
野
球
、
民
謡
、
麻
雀

の
専
門
部
活
動
で
幅
広
く
活
動

掃
等
へ
の
協
力
を
行
う
ほ
か
、
状
況

に
よ
り
公
園
や
歩
道
等
の
間
延
び
し

た
草
木
を
剪
定
し
て
お
り
ま
す
。
会

の
事
業
と
し
て
開
催
す
る
月
１
回
の

「
映
画
鑑
賞
会
」
は
１
３
２
回
を
数

え
10
年
以
上
継
続
し
て
お
り
、
毎
週

月
曜
日
の
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
練

習
会
」、
社
協
に
よ
る
「
安
心
生
活

講
座
」
等
に
は
会
員
外
に
も
参
加
を

呼
び
か
け
て
、
同
地
域
内
の
住
民
同

士
と
し
て
の
交
流
や
親
睦
の
促
進
を

目
指
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
ほ
か
、

年
２
回
昼
食
会
を
開
い
て
会
員
相
互

の
友
好
を
温
め
て
お
り
ま
す
。な
お
、

最
近
は
伊
勢
市
老
連
の
主
催
す
る
各

種
事
業
に
も
参
加
す
る
機
運
が
芽
生

え
て
き
て
お
り
、
今
後
は
よ
り
多
く

の
会
員
が
参
加
し
て
広
範
な
地
域
と

仲
間
と
の
交
流
を
よ
り
一
層
高
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
行
事
開
催
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
行
事
に
参
加
し
て
こ
な

か
っ
た
新
た
な
会
員
の
参
加
が
増

加
。
同
時
に
入
会
を
希
望
す
る
方

も
増
え
ま
し
た
。

課
題
と
さ
れ
て
い
る
会
員
増
強

の
た
め
に
も
、
会
員
が
入
会
し
て

よ
か
っ
た
と
満
足
い
た
だ
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
様
々
な
行
事
を
開
催
し
、

一
人
で
も
多
く
の
会
員
が
楽
し
め

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

親睦の輪を広げています

ハイスコアを狙って

芸能大会で元気な姿をお披露目！

地域住民交流と会員相互の親睦を目指して

幅広い活動で会員の満足度向上を目指しています！

三 重 老 連 令和５年7月28日
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桑名市老人クラブ連合会　深谷西曙会

多気町老人クラブ連合会

令
和
５
年
３
月
24
日
は
、

前
日
の
雨
も
上
が
り
天
候
も
良

く
車
窓
か
ら
は
ほ
ぼ
満
開
の
桜

も
見
ら
れ
、
最
高
の
行
楽
日
和

で
し
た
。

82
歳
に
な
る
私
に
原
稿
依

頼
を
受
け
「
ど
う
す
る
」
か
迷

い
ま
し
た
が
、
恥
ず
か
し
な
が

ら
投
稿
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

今
回
の
行
程
は
、
大
河
ド

ラ
マ
「
ど
う
す
る
家
康
」
公
が

青
壮
年
期
を
過
ご
し
た
浜
松
城

公
園
で
、
ま
ず
ド
ラ
マ
テ
ー
マ

館
で
パ
ネ
ル
、
小
道
具
を
案
内

し
て
も
ら
い
な
が
ら
見
学
し

て
、
ゆ
っ
く
り
歩
き
な
が
ら
野

面
積
み
の
石
垣
を
眺
め
、
城
の

最
上
階
ま
で
登
り
多
少
足
は
ガ

ク
ガ
ク
で
し
た
が
家
康
公
に
な

コ
ロ
ナ
禍
の
世
間
の
動
き
に

合
わ
せ
て
、
多
気
町
老
連
も
令

和
２
年
４
月
に
思
い
っ
き
り
急

ブ
レ
ー
キ
を
踏
み
ま
し
た
。
苦

し
い
2
年
半
で
あ
り
ま
し
た
。

４
年
９
月
頃
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
、

右
足
先
は
ア
ク
セ
ル
に
踏
み
か

え
、
ユ
ッ
ク
リ
ゆ
っ
く
り
走
り

始
め
ま
し
た
。
や
っ
と
ハ
ー
フ

バ
ー
ジ
ョ
ン
位
で
は
あ
り
ま
す

が
、
予
定
し
て
い
た
行
事
を
進

め
る
事
が
で
き
て
い
ま
す
。

さ
て
、
最
近
高
齢
者
の
ア
ク

セ
ル
・
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
違
い

に
よ
る
重
大
な
交
通
事
故
が
よ

っ
た
気
分
で
四
方
八
方
眺
め
眼
下

に
は
、
さ
す
が
政
令
指
定
都
市
だ

け
あ
っ
て
大
き
さ
美
し
さ
に
見
と

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
た
、
浜
松
は
車
、
楽
器
の

街
で
も
有
名
で
、
産
業
と
観
光
が

調
和
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
街
だ
な

～
と
、
私
な
り
に
感
動
し
た
次
第

で
す
。

帰
り
も
ゆ
っ
く
り
し
た
足
取

り
で
下
城
し
、
公
園
内
の
休
憩
ス

ポ
ッ
ト
で
友
人
と
雑
談
し
な
が
ら

弁
当
を
食
べ
ゆ
っ
く
り
し
ま
し

た
。
偶
然
、
新
婚
さ
ん
の
撮
影
会

に
出
逢
い
、
エ
ー
ル
を
送
り
こ
ち

ら
も
ウ
キ
ウ
キ
し
ま
し
た
。

帰
路
は
、
名
物
の
う
な
ぎ
パ

イ
や
ら
餃
子
を
買
い
、
思
い
出
に

残
る
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

く
報
道
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
運

転
免
許
証
を
返
納
さ
れ
る
方
も
多

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

わ
が
町
多
気
町
は
、
車
に
乗

れ
な
い
と
医
者
に
も
買
い
物
に
行

く
に
も
非
常
に
苦
労
す
る
環
境
の

地
域
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
町
役

場
で
は
時
々
【
運
転
寿
命
を
延
ば

そ
う
】
と
い
う
研
修
を
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
よ
り
な
に
よ
り
一
生
涯

に
わ
た
っ
て
、
大
き
な
交
通
事
故

を
起
こ
さ
な
い
対
策
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
自
分
の
身
体
能
力
、
認

知
力
、
く
せ
を
見
つ
け
て
よ
り
安

全
な
運
転
を
進
め
る
為
、
町
老
連

の
役
員
ほ
ぼ
全
員
が
、
２
月
16
日

に
津
の
「
交
通
安
全
研
修
セ
ン
タ

ー
」
で
、「
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー

研
修
」
を
受
け
ま
し
た
。
マ
ン
ツ

ー
マ
ン
で
ゲ
ー
ム
感
覚
の
楽
し
い

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

会
場
へ
の
移
動
は
［
パ
ー
ク
＆

ラ
イ
ド
］
方
式
を
と
り
、
社
協
本

部
の
駐
車
場
ま
で
は
マ
イ
カ
ー
で

集
合
し
ま
し
た
。
多
気
町
か
ら
津

市
ま
で
は
、
社
協
の
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
を
お
借
り
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
専
門
の
運
転
手
に
お

願
い
し
て
、
旅
行
気
分
も
味
わ
い

ま
し
た
。
帰
り
は
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

で
軽
食
を
と
り
な
が
ら
の
反
省
会
、

安
全
運
転
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

浜松城を見学

エアーバックを破裂させる体験研修

シニアクラブ桑名『歩こう会』に参加して

高齢者ドライバーの交通事故をなくそう！

三 重 老 連令和５年7月28日
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で
き
る
も
の
、
②
ど
こ
で
も
す
ぐ

や
れ
る
も
の
、③
調
子
が
良
く
て
、

気
持
ち
が
良
い
も
の
、
こ
の
３
つ

の
条
件
を
も
っ
て
、
昭
和
26
年
5

月
６
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

全
身
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
動
か

す
運
動
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
あ
と
は
個
人
の
年
齢
や
体
力

に
応
じ
て
無
理
な
く
行
っ
て
き
ま

し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
り
、
屋
外

で
３
密
を
避
け
な
が
ら
暑
い
夏
は

木
陰
で
、
北
風
の
強
い
日
は
農
家

組
合
の
倉
庫
を
お
借
り
し
て
続
け

て
ま
い
り
ま
し
た
。

朝
一
番
に
、
心
と
身
体
の
ス

ト
レ
ッ
チ
を
す
る
こ
と
で
一
日
の

活
動
へ
の
ス
イ
ッ
チ
が
入
り
ま

す
。コ

ロ
ナ
禍
で
少
な
く
な
っ
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
補
足

し
、
お
互
い
の
健
康
を
気
遣
い
、

３
人
寄
れ
ば
文
殊
の
知
恵
も
生
ま

れ
ま
し
た
。

さ
さ
や
か
な
地
域
で
の
活
動

で
す
が
、
健
康
寿
命
の
延
伸
の
一

助
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

明和町老人クラブ連合会

明
和
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
で
は
、
年
間
を
通
し
て
高
齢

者
の
生
き
が
い
づ
く
り
・
健
康

づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
と
様
々

な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
回
、
ひ
な
ま
つ
り
に
ち

な
ん
で
地
域
の
こ
ど
も
も
、
お

父
さ
ん
も
お
母
さ
ん
も
お
じ
い

ち
ゃ
ん
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
集

ま
っ
て
一
緒
に
楽
し
む
ゆ
る
～

い
イ
ベ
ン
ト
が
明
和
町
社
会
福

祉
協
議
会
で
開
催
さ
れ
、
私
達

同
連
合
会
も
協
力
し
ま
し
た
。

体
験
コ
ー
ナ
ー
（
★
大
正
琴
★

マ
ジ
ッ
ク
★
折
り
紙
★
囲
碁
★

花
植
え
★
餅
つ
き
）の
う
ち「
鉢

へ
の
花
植
え
体
験
」
を
指
導
し

ま
し
た
。
限
定
１
０
０
鉢
に
親

子
連
れ
や
高
齢
者
が
参
加
さ

れ
、
一
人
ひ
と
り
に
花
植
え
手

順
を
説
明
、
児
童
の
ほ
と
ん
ど

が
初
め
て
の
体
験
で
す
。
慣
れ

な
い
手
つ
き
で
、
花
を
植
え
な

が
ら
最
後
に
は
、格
好
よ
く「
寄

せ
植
え
」
が
出
来
上
が
っ
て
い

き
ま
す
。
児
童
達
は
、
完
成
し

た
寄
せ
植
え
を
兄
弟
姉
妹
や
友

達
と
比
べ
あ
っ
て
、
は
し
ゃ
い

で
い
る
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。
寄
せ
植
え
は
、
家
に
持
っ
て

帰
り
「
水
や
り
を
忘
れ
ず
、
い
つ

ま
で
も
美
し
い
花
が
咲
き
続
く
よ

う
、お
世
話
し
ま
す
」
と
言
っ
て
、

玄
関
や
勉
強
部
屋
に
飾
っ
た
そ
う

で
す
。

今
後
も
、
機
会
あ
る
ご
と
地

域
づ
く
り
に
、
よ
り
一
層
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地域の子どもたちとも交流しています

体操から一日がスタート

みんなでつくるひなまつりに取り組んでみて

津市老人クラブ連合会　足坂老人クラブ

コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
あ
る
日
、

「
ラ
ジ
オ
体
操
が
良
い
ら
し
い

よ
」、
こ
の
一
言
が
地
域
の
中

で
３
人
、
４
人
と
話
が
広
が
り

ラ
ジ
オ
体
操
同
好
会
？
が
で
き

ま
し
た
。

人
が
集
ま
る
こ
と
が
制
限

さ
れ
、
外
出
す
る
こ
と
が
制
限

さ
れ
て
、
な
ん
と
な
く
心
身
に

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
き
た
時
期

で
し
た
。

現
在
の
ラ
ジ
オ
体
操
は
、

①
簡
単
、
容
易
で
だ
れ
に
で
も

朝8時ラジオ体操に皆さん集合

各
地
の
た
よ
り

三 重 老 連 令和５年7月28日
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曲
を
、
皆

さ
ん
で
合

唱
、
鳴
子
、

マ
ラ
カ
ス

を
使
い
な

が
ら
身
振

り
、
手
振

り
に
合
わ

せ
て
45
分

間
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
女
性
部
に
よ
る
「
い
き

い
き
ク
ラ
ブ
体
操
」
を
ス
ク
リ
ー
ン

に
映
さ
れ
た
映
像
を
見
な
が
ら
無
理

の
な
い
範
囲
で
一
生
懸
命
に
行
い
ま

し
た
。

最
後
に
名
張
市
地
域
包
括
支
援
セ

尾鷲市老人クラブ連合会名張市老人クラブ連合会　女性部主催

全
国
的
に
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
も
自
粛
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
大
き
な
影
響
を

受
け
て
い
ま
す
。

「
ゆ
う
あ
い
ク
ラ
ブ
尾
鷲
」

も
活
動
に
制
約
を
受
け
、
日
常

行
事
を
中
止
す
る
こ
と
が
多
く

大
変
な
時
代
に
入
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
各
ク
ラ
ブ
等
に
お

い
て
十
分
注
意
を
図
り
、
春
季

６
月
２
日
（
１
３
０
名
）、
秋
季

11
月
８
日
（
１
２
４
名
）
と
年

２
回
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

令
和
５
年
２
月
21
日
新
型
コ

ロ
ナ
で
中
止
と
な
っ
て
い
た
「
キ

ラ
ッ
と
歌
っ
て
ハ
ッ
ピ
ー
」
が
３

年
ぶ
り
女
性
部
に
よ
る
催
し
が
開

催
さ
れ
、
当
日
は
前
夜
よ
り
雪
が

降
り
寒
い
朝
で
し
た
が
朝
９
時
よ

り
役
員
・
理
事
に
よ
り
会
場
の
設

営
に
当
た
り
、
84
名
の
参
加
者
で

一
時
を
楽
し
み
ま
し
た
。

大
木
会
長
の
あ
い
さ
つ
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
計
画
推
進
で
あ
り

皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
今
日
の
催

し
が
無
事
、
楽
し
く
終
え
る
よ
う

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
の

お
話
が
あ
り
、
始
め
に
、
音
楽
工

房
に
よ
る
指
導
で
、
懐
か
し
い

大勢の参加で大変盛り上がりました

体を動かしながら楽しめました

グラウンドゴルフ大会「キラッと歌ってハッピー」の開催

双
方
と
も
晴
天
の
中
、
個
人

戦
、
男
女
混
合
チ
ー
ム
で
８
ホ
ー

ル
を
満
喫
し
、
２
試
合
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
各
ク
ラ
ブ
に
お
い

て
常
に
準
備
を
図
り
練
習
成
果
を

発
揮
し
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
顔
を
合
わ
せ
て
力

い
っ
ぱ
い
ボ
ー
ル
を
打
ち
、
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
等
を
勝
ち
取
り
喜
び

を
か
み
し
め
て
い
ま
し
た
。

表
彰
者
は
１
～
10
位
、
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
賞
、
元
気
で
賞
（
男

女
と
も
最
高
齢
者
１
名
）

ン
タ
ー
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の「
フ
レ
イ
ル
予
防
」

に
つ
い
て
の
講
義
を
熱
心
に
受

け
、
予
防
す
る
に
は
好
き
な
食
物

を
栄
養
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
、
適

度
な
運
動
を
行
い
、
社
会
参
加
に

努
め
（
市
老
連
活
動
に
も
参
加
）

和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
過
ご
す

事
を
学
ぶ
事
が
で
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
終
息
が
見
え
な
い

中
、
政
府
に
お
い
て
、
感
染
症
の

５
類
へ
の
位
置
づ
け
の
変
更
に
先

立
ち
、
マ
ス
ク
の
着
用
が
個
人
の

判
断
に
委
ね
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
は

状
況
を
見
据
え
な
が
ら
活
動
を
再

開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

わたしたちは 三重老連の活動をサポートしています

三 重 老 連令和５年7月28日



特殊詐欺の被害に遭わないために

　高齢者の交通事故防止

私たちはダマされません！　特殊詐欺撲滅
N　T　T　西　日　本　×　三　重　県　警　察

※ＮＴＴ東日本・ＮＴＴ西日本の 2023 年３月 22 日　【Ｎｅｗｓ　Ｒｅｌｅａｓｅ】より抜粋

これらの取組に関するお問い合わせやお申し込みは、NTT 西日本　特殊詐欺対策ダイヤル
☎ 0120-931-965〈受付時間：午前９時～午後５時（12/29 ～ 1/3 を除きます）〉

に、電話番号をお確かめのうえ、お間違いのないようお願いします。

インターネットからのお申し込みは、ＮＴＴ西日本　特殊詐欺対策特設ページ
〈https://www.ntt-west.co.jp/product/sagitaisaku/〉まで。

過去５年間の高齢者が犠牲となった交通死亡事故を分析します
と、自転車乗用中、歩行中の事故が多いという特徴がみられます。

歩行者の方へ
　〇横断歩道以外の場所を横断中に事故
に遭い、命を落とす方も多くいます。近
くに横断歩道があれば、必ず横断歩道を
渡りましょう。
　〇夜間や薄暗くなった頃の事故が多く
発生しています。命を守るために反射材
を着用しましょう。
自転車運転者の方へ
　〇自転車を運転する方も、必ず交通ルールを守りましょう。
　〇ご自身の命を守るために、ヘルメットを着用しましょう。
自動車運転者の方へ
　〇加齢に伴う身体機能の変化が自動車の運転に及ぼす影響を理解し、天候や体調などに応じた運転を心掛け
ましょう。〇こまめな休憩をとり、体調を整えて、交通事故を防止しましょう。
　
	 三重県交通安全県民運動スローガン
	 〜やさしさが　安全つなぐ　三重の道〜　　〜歩行者の　ハンドサインは　赤信号〜

区分 平成 30 年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 過去５年間
( 平均 )

死者数 87 75 73 62 60 71
うち高齢者 57 42 39 40 41 44
構成率 65.5％ 56.0％ 53.4％ 64.5％ 68.3％ 61.3%
歩行中・自転車乗用中 32 21 27 20 22 24
構成率 56.1％ 50.0％ 69.2％ 50.0％ 53.7％ 55.7％

過去５年間の人身事故発生状況
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①ナンバー・ディスプレイおよびナンバー・リクエストの高齢者無償化受付　適用開始日：2023/5/1

70 歳以上の契約者または 70歳以上の方と同居している契約者の回線を対象として、ナンバー・
ディスプレイおよびナンバー・リクエストの月額利用料および工事費を無料とします。（申込制）

②特殊詐欺対策サービスの無償化　　　　　　　　　　申込受付期間：2023/5/1 〜 2023/10/31

特殊詐欺対策サービスの月額利用料および工事費を、申込受付期間・申込数を限定して一定期間
無料とします。
無償化適用期間（2023/5/1 〜 2025/3/31）　無償化適用人数（5,000 名を対象）

特殊詐欺等の犯罪被害を受けた場合、または受けるおそれがある場合は、お客様からの申し出に
より電話番号変更の工事費を無料とします。

特殊詐欺の犯人からの電話のほとんどが自宅の固定電話にかかってきます。
犯人からの電話を受けないための固定電話対策が被害防止の第一歩です！！

特殊詐欺被害を防止するためのＮＴＴ西日本の取組

③電話番号の変更に関する工事費の無償化

三 重 老 連 令和５年7月28日
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三重県老人クラブ連合会ホームページをご覧ください

「三重県老連」と検索すると見つかります。 全国老人クラブ連合会ホームページに
老人クラブ活動資料が掲載されています。

「全老連」と検索すると見つかります。

https://mieroren.com https://zenrouren.com

検索三重県老連

わたしたちは 三重老連の活動をサポートしています

三 重 老 連令和５年7月28日
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■「すこやかライフ三重」この広報紙は、地域のスポンサー各位のご協力により発行されております
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山寺・立石寺 銀山温泉 鶴ヶ城・天守閣

●ご 出 発 日●ご 出 発 日／／令和令和５５年年  ９９月月（予定）（予定）
●ご利用代金●ご利用代金／／ 105,000円〜 120,000円105,000円〜 120,000円
■ご旅行代金に含まれるもの /交通費、2泊分宿泊費（朝食 2回、昼食 3回、■ご旅行代金に含まれるもの /交通費、2泊分宿泊費（朝食 2回、昼食 3回、
　夕食 2回）、入場料、拝観料、諸税込み　夕食 2回）、入場料、拝観料、諸税込み
■■添乗員同行	 	添乗員同行	 	 ■■最少催行人員　25名最少催行人員　25名
●コース●コース
①各地ー県営名古屋空港ー山形空港ー銀山温泉（散策）ー天童温泉（宿泊）①各地ー県営名古屋空港ー山形空港ー銀山温泉（散策）ー天童温泉（宿泊）
②②ホテルー山寺・立石寺ー＜蔵王エコーライン＞ー蔵王・お釜ー上杉神社ー裏磐梯（宿泊）ホテルー山寺・立石寺ー＜蔵王エコーライン＞ー蔵王・お釜ー上杉神社ー裏磐梯（宿泊）
③ホテルー五色沼ー鶴ヶ城公園ー郡山駅・・・東京駅・・・名古屋駅ー各地③ホテルー五色沼ー鶴ヶ城公園ー郡山駅・・・東京駅・・・名古屋駅ー各地
●旅のポイント●旅のポイント
◆銀山温泉	大正浪漫の郷愁を感じるノスタルジックな町並みを自由散策◆銀山温泉	大正浪漫の郷愁を感じるノスタルジックな町並みを自由散策
◆松尾芭蕉ゆかりの東北屈指の名刹　山寺・立石寺を観光◆松尾芭蕉ゆかりの東北屈指の名刹　山寺・立石寺を観光
◆ 2023年 4月リニューアルオープンした、鶴ヶ城天守閣をたっぷり観光◆ 2023年 4月リニューアルオープンした、鶴ヶ城天守閣をたっぷり観光
◆◆往路は、名古屋県営空港から山形空港までＦＤＡ利用、復路は東北新幹線「やまびこ」＆東海道新幹線「のぞみ」利用往路は、名古屋県営空港から山形空港までＦＤＡ利用、復路は東北新幹線「やまびこ」＆東海道新幹線「のぞみ」利用
◆最終ホテルから自宅へ荷物を宅配サービス！◆最終ホテルから自宅へ荷物を宅配サービス！
◆三重県各地より送迎バス、添乗員付きの安心ツアーです。◆三重県各地より送迎バス、添乗員付きの安心ツアーです。

◇三重県老人クラブ連合会　主催事業 /国内研修旅行◇

南東北決定版！天童温泉・裏磐梯　３日間名所！銀山温泉・山寺
鶴ヶ城公園を巡る

旅 の 予 告

北勢旅行支店 ☎ 059-353-5911
中勢旅行支店 ☎ 059-224-5535
伊賀出張所 ☎ 0595-67-3577
南勢旅行支店 ☎ 0596-24-3101
松阪出張所 ☎ 0598-50-4335
南紀旅行支店 ☎ 0597-22-2877

●旅行企画・実施
		観光庁長官登録旅行業第1934号　日本旅行業協会（ＪＡＴＡ）会員

旅行営業部　津市丸ノ内33-3（三交丸之内ビル3階）

わたしたちは 三重老連の活動をサポートしています

三 重 老 連 令和５年7月28日


